
　北海道倶楽部は、1927年（昭和2年）に新渡戸稲造博士らにより設立されて以来の93年の歴史を有し、
北海道に縁を持つ首都圏在住者が親睦を重ねながら北海道の開発と発展を支援する会であります。
　現在は新型コロナ感染症の為一時的に制限が出てはおりますが、本来は次の七事業を中心に活動を
行っておりますが、活動は多岐に亘っています。

　　　
　　　①　北海道の為の広報活動で、広報誌「北海道ＮＯＷ」の発行やウェブサイト、情報サイ
　　　　　ト設置による広報活動
　　　②　北海道主催の地域活性化事業を支援
　　　③　北方領土返還運動すなわち対策協議会への支援、マラソンなど各種イベントへの協力、
　　　　　シンボルバッジ等の頒布、北海道フェア in 代々木への参加
　　　④　ふるさと納税など寄付の推進
　　　⑤　北海道新幹線札幌延伸の実現、
　　　⑥　北海道応援団会議則ち企業・地域の３００団体さらに個人による協働活動やボランテ
　　　　　ィア活動
　　　⑦　道知事や北海道関係者による講演会の開催

　　今年は、夏季オリンピックのマラソン競技の札幌市での開催も予定されています。現在は開催につ
いて不安視されているところではありますが、開催されれば、2030 年の 58 年ぶり 2 回目の札幌冬季
オリンピックにつなぐための重要なカギでもあり、また新幹線の札幌延伸を確かなものにする為でもあ
り、当倶楽部としてもできる限りの支援を心掛けるものです。

　

さらに日本の食を支える基地としての北海道の農林水産業を更に強固なものにするべく、産学官一体の
種々の活動が続いておりますので、それらをも応援して参りたいと考えます。
　今後中長期的には、地球温暖化防止の為に、世界中の国が一致して、産業構造を変えたり、生活の場
の中身を作り替えたりしながら、脱炭素の活動を本格化させ、地球を救う方向に向かう時代に入って行
く様相です。われわれも心して、ウイルスとも戦いながら地球を救う時代に立ち向かって行きましょう。
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